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詩篇第一巻 

詩篇1-7篇 
 

詩篇第1巻の第1集、第１集の半分です。1から7まで。ここの7つの詩篇の分析をして
いるところです。6月13日のホワイトボードを見てくださいね。 

1,2と7、4,3と5,6というABBAのつながり。1,2と5,6、4,3と7というABABのつなが
り。1,2と3,4、5,6と7というAABBのつながり。それを考えました。 

それで、このホワイトボードでいうと、1,2と7の並行を見たときに7のところが
ACABDというふうに7を他のところで2つに分けているのですけれど、2つの分け方が、
ABABという分け方で並行を見ているので、1と一緒に見ないといけないのは、7のaとc。
2と一緒に見ないといけないのは、7のbとdというように分けられるものだと思います。
3,4と7を比べるときは前半と後半、5,6と比べるときも前半と後半というふうに比べる
ものによって、比べているパーツが変わっています。 

1,2と7のac、7のbdというふうに見たときには、それぞれ正しい者と悪者、正しい者
と正しい神様、それが悪者と戦っている。国々に怒りのさばきが下されるという並行が
あるのですけれど、子が王座につく、神が座に帰るという違いがあるというように、こ
の表を見ていってください。正しい者が裁かれること、呼ぶと答えること、聖なる山、
憐れみ、たくさんのキーワードの並行がありますので、ひとつひとつ確かめないといけ
ません。 
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1から11までが一つの流れであるということを見ようとするときに、第4集の32から41
までのところも外側を囲んでいる詩篇が頭とおしり、おしりと頭というふうに連携して
いたよね。それと同じように、ABBAで見たときの1,2と7、8と11、この外側の4つが流
れとして流れているのでしょうというのが、ここの右側にあるところです。 

1と2は「幸いな者よ」で囲まれています。「幸いな者よ」で始まって、悪者が滅びる。
2の最後も「幸いな者よ」で悪者が滅びる。2の最後が「主に身を避ける者は幸いです」
という言い方なのですけれど、1から読んでいくと唐突なのですよね、「主に身を避け
る」。なぜここで主に身を避けるという言い方をするのだろうということですけど、「主
に身を避ける」というのは7篇の出だしです。それで、7篇の終わりは「主の御名をほめ
たたえる」というところで終わって、8篇は主の御名ということで、主の御名をほめた
たえる言い方で最初と最後がクロスしていますね。11篇も「主に身を避ける」という言
い方で始まっている詩篇だというような連携が、1,2,7,8,11のつながりを繋いでいるも
のだと思います。
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